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年に一度の大祭　鹽竈神社例祭 7月10日

子供たち　御神田でお田植え

博物館だより　古絵図にみる昔の塩竈

・・・・・・・２頁

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３頁

・・・・・・・・５頁
 午のひづめが幸運を運ぶ

うまくいく御守
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来
る
七
月
十
日
（
金
）
に
鹽
竈
神
社
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
午
前
十
一
時
よ
り
、
神
社
本
庁
か
ら
の
献
幣
使
参
向
を
得
て
斎
行
さ
れ
、
式

中
に
は
特
殊
神
事
「
御
出
幣
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
御
出
幣
式
で
は
、
別
宮
・
左
宮
・
右
宮
の
各
本
殿
内
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
御
神
幣
を

禰
宜
三
名
が
奉
戴
し
て
楼
門
ま
で
進
み
、
ま
ず
南
面
し
て
左
・
右
・
左
の
順
に
振
り
奉
り
、

次
に
北
面
し
て
同
様
の
所
作
を
行
い
ま
す
。
こ
の
神
事
は
、
国
家
の
安
寧
を
祈
る
も
の

で
、
古
く
は
国
司
が
司
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
近
世
江
戸
時
代
ま
で
は
別
名
「
御
朝
参
神
事
」

と
も
称
し
て
、
筆
頭
禰
宜
家
が
相
伝
す
る
秘
事
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
例
祭
に
伴
っ
て
行
わ
れ
る
流
鏑
馬
神
事
は
、
本
年
七
月
十
二
日
（
日
）
の
午
後

二
時
よ
り
境
内
の
馬
場
で
斎
行
さ
れ
ま
す
。
当
社
で
は
、
三
人
の
射
手
が
三
ヶ
所
の
的

を
三
回
、
合
計
二
十
七
回
騎
射
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
例
祭
を
奉
祝
し
、
絵
馬
殿
で
市
内
小
学
生
に
よ
る
書
道
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
（
十
日
ま
で
）
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

七
月
十
日（
金
）

鹽
竈
神
社
例
祭

宮
城
県
無
形
民
俗
文
化
財

 

藻
塩
焼
神
事

右
の
三
日
間
、
市
内
本
町
に
鎮
座
す
る
御
釜
神

社
に
お
い
て
、
御
祭
神
・
塩
土
老
翁
神
に
ゆ
か
り

の
特
殊
神
事
「
藻
塩
焼
神
事
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
神
事
で
は
、
海
藻
を
用
い
て
高
濃
度
の
塩

水
（
鹹
水
）
を
得
、
こ
れ
を
煮
詰
め
て
塩
を
作
る

一
連
の
工
程
を
儀
式
と
し
て
再
現
。
古
代
の
製
塩

方
法
の
一
端
を
伝
え
る
貴
重
な
神
事
と
し
て
、
昭

和
五
十
四
年
に
宮
城
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

神
事
で
調
製
さ
れ
た
粗
塩
は
、
引
続
き
行
わ
れ

る
御
釜
神
社
例
祭
、
ま
た
十
日
の
鹽
竈
神
社
例
祭

で
そ
れ
ぞ
れ
御
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
ほ
か
、
当

日
の
参
列
者
に
お
頒
か
ち
し
ま
す
。

七
月
二
十
日
（
月
・
海
の
日
）
、〝
や
し
ろ
と
魚

の
ま
ち
〟
塩
竈
を
挙
げ
て
の
祝
祭
「
第
七
十
九
回

塩
竈
み
な
と
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
志
波
彦
様
・
鹽
竈
様
御
両
社
の
大
神

輿
が
市
内
を
巡
行
の
の
ち
、御
座
船
「
龍
鳳
丸
」「
鳳

凰
丸
」
に
奉
安
。
日
本
三
景
松
島
湾
を
舞
台
に
大

小
百
隻
か
ら
な
る
供
奉
船
団
を
従
え
て
壮
大
な
海

上
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

来
年
の
第
八
十
回
に
向
け
目
下
、
塩
竈
み
な
と

祭
協
賛
会
に
よ
る
新
御
座
船
の
建
造
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
現
在
の
御
座
船
は
今
回
が
最
後
の
海
上

渡
御
と
な
り
ま
す
。

塩
竈
み
な
と
祭

　七
月
二
十
日

　海
の
日

第79回

「
藻
刈
神
事
」

　七
月
四
日

「
御
水
替
神
事
」

　七
月
五
日

「
藻
塩
焼
神
事
」

　七
月
六
日
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御
社
殿
等
の
銅
板
屋
根
修
復
の
た

め
、
左
記
の
方
々
よ
り
御
奉
納
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

三
月
　
　
名
取
市 

本
郷
　
敦
子
殿

 

ほ
か
一
一
五
名

四
月
　
　
鳥
取
県 

山
本
百
合
子
殿

ほ
か
一
三
一
名

五
月
　
　
埼
玉
県 

松
本
　
雅
彦
殿

ほ
か
二
〇
五
名

銅
板
奉
納
者
芳
名

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

御
神
田
御
田
植
祭

　
当
社
敬
神
婦
人
講
は
四
月
二
十
二
日
、
令
和
八

年
度
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
宇
仁
一
美
講
長

以
下
四
十
八
名
が
出
席
し
、
総
会
後
に
は
伊
勢
の

神
宮
の
ビ
デ
オ
動
画
を
鑑
賞
。

　
前
回
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
お
木
曳
き

行
事
の
様
子
に
、
講
員
た
ち
は
遥
か
伊
勢
の
地
に

心
い
ざ
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
六
月
二
十

日
に
は
仙
台
市
太

白
区
の
大
年
寺
の

伊
達
家
歴
代
墓
所

を
お
参
り
し
、
山

形
県
の
湯
殿
山
神

社
（
里
宮
）
や
高

畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
な

ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
五
月
九
日
、
神
社
境
内
に
あ
る
御
神
田
で
「
御
田

植
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
乙
女
・
早
乙
男
姿
の
氏
子
少
年
団
や
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
少
年
少
女
た
ち
約
一
五
〇
名
の
奉
仕
者

は
、
晴
天
の
も
と
三
・
九
ア
ー
ル
の
水
田
に
足
を
踏

み
入
れ
、
サ
サ
ニ
シ
キ
の
苗
を
一
株
一
株
丁
寧
に
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

　
秋
に
収
穫
さ
れ
る
御
神
田
米
は
、
十
一
月
二
十
三

日
「
新
嘗
祭
」
で
行
わ
れ
る
初
穂
曳
で
御
神
前
に
お

供
え
さ
れ
ま
す
。

氏
子
崇
敬
会

�

春
季
大
祭

　
当
社
氏
子
崇
敬
会
は
五
月
十
日
、
同

会
一
年
で
最
大
の
行
事
で
あ
る
春
季
大

祭
を
鹽
竈
神
社
左
右
宮
に
お
い
て
斎
行

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
桑
原
茂
会
長
以
下
一
五
七

名
が
参
列
。
献
饌
に
続
き
、
会
員
達
が

納
め
た
初
穂
料
を
載
せ
た
三
方
が
、
桑

原
会
長
に
よ
り
御
神
前
に
お
供
え
さ
れ

ま
し
た
。

　
祭
典
終
了
後
、
拝
殿
に
お
い
て
永
年

継
続
の
会
員
に
対
し
、
表
彰
規
程
に
則

り
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
左
記
に

御
紹
介
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

令
和
八
年
度
継
続
会
員
表
彰
者

◇
四
十
年
表
彰

〈
東
部
〉

　
港
町
三
・
四
　
　
鹿
又
　
章
宏

◇
二
十
年
表
彰

〈
南
部
〉

　
野
田
一
　
　
　
　
鈴
木
　
和
郎

〈
北
部
〉

　
新
浜
町
一
　
　
　
山
内
　
英
房

〈
東
部
〉

　
特
別
区
（
野
村
）
野
村
　
竹
市

〈
単
独
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
孝
三

◇
十
年
表
彰

〈
南
部
〉

　
南
町
一
　
　
　
　
伏
見
　
芳
則
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ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
月

　
仙
台
市 
藤
田
　
鎮
雄

　
北
海
道 

柿
村
　
月
袈

三
月

　
宮
城
郡 

下
山
　
　
浩

　
福
島
県 

佐
藤
　
栄
美

　
福
島
県 

二
瓶
　
広
之

　
仙
台
市 

関
　
あ
や
め

四
月

　
山
形
県 

池
田
　
寛
明

　
大
阪
府 

島
　
　
桃
子

　
神
奈
川
県 

小
齊
平
真
樹

　
塩
竈
市 

境
　
　
彩
花

　
仙
台
市 

坂
　
　
昌
樹

　
宮
城
郡 

齊
藤
　
侑
里

　
塩
竈
市 

三
塚
　
厚
志

　
塩
竈
市 

齋
藤
　
杏
美

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

　
ビ
シ
ェ
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

　
仙
台
市 

遠
藤
　
佳
那

　
高
知
県 

大
野
　
敦
哉

　
仙
台
市 

藤
　
す
ず
か

　
塩
竈
市 

久
保
　
　
凌

　
多
賀
城
市 

安
藤
　
萌
絵

　
仙
台
市 

柴
崎
浩
一
郎

　
遠
田
郡 

本
郷
　
　
雅

　
仙
台
市 

川
和
田
宗
太
郎

　
青
森
県 

秋
元
　
哉
子

　
茨
城
県 

澤
　
　
智
大

　
塩
竈
市 

板
垣
日
向
乃

　
仙
台
市 

佐
藤
　
和
樹

　
仙
台
市 

菅
野
千
佳
子

五
月

　
名
取
市 

佐
藤
　
祐
介

　
仙
台
市 

佐
藤
　
　
栞

　
宮
城
郡 

地
主
　
竜
裕

　
名
取
市 

大
村
　
彩
子

　
愛
知
県 

南
　
　
有
輝

　
多
賀
城
市 

相
澤
ひ
な
の

　
青
森
県 

日
景
　
良
一

　
東
松
島
市 

大
山
　
　
愛

　
秋
田
県 

藤
江
　
亮
太

　
遠
田
郡 

髙
橋
　
衣
織

　
富
谷
市 

高
田
　
優
大

　
塩
竈
市 

玉
手
　
麗
奈

　
千
葉
県 

齋
藤
　
龍
一

　
塩
竈
市 

鈴
木
　
麻
希

　
仙
台
市 

早
坂
　
翔
児

　
石
巻
市 

草
刈
　
咲
樹

　
石
巻
市 

窪
田
　
麿
実

　
塩
竈
市 

髙
山
真
梨
子

　
仙
台
市 

木
須
　
弘
樹

　
名
取
市 

齋
藤
　
和
華

　
塩
竈
市 

佐
藤
　
玄
基

　
柴
田
郡 

遠
藤
し
お
り

　
塩
竈
市 

斉
藤
　
大
晃

　
仙
台
市 

阿
部
ち
ひ
ろ

　
塩
竈
市 
長
嶋
　
　
俊

　
仙
台
市 

梅
原
　
　
礼

　
千
葉
県 

近
藤
　
俊
人

　
福
島
県 

小
沼
栄
里
奈

　
千
葉
県 

加
藤
　
　
光

　
東
松
島
市 

佐
藤
菜
々
子

二
月
か
ら
五
月
に
か
け
当
社
で
華
燭
の
典
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
を
左
記
に
御
紹
介
し
ま
す
。

 

（
月
日
順
・
敬
称
略
）

東
北
式
内
社
顕
彰
会

第
九
回
巡
拝
会
実
施

境
内
の
池
に
メ
ダ
カ
が
奉
納

　
当
社
内
に
本
部
を
置
く
東
北
式

内
社
顕
彰
会
は
三
月
十
八
・
十
九

日
の
両
日
、
第
九
回
と
な
る
巡
拝

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
五

名
。

　
北
上
駅
を
出
発
し
た
一
行
は
、

秋
田
市
内
の
総
社
神
社
を
正
式
参

拝
。
川
尻
孝
紀
宮
司
か
ら
御
由
緒

を
拝
聴
し
、
次
い
で
古
代
官
社

（
式
内
社
）
が
国
家
の
幣
帛
を
受

け
て
い
た
平
安
時
代
初
期
の
造
営

に
な
る
国
史
跡
「
払
田
柵
」
を
見

学
。
対
蝦
夷
の
防
衛
線
と
し
て
機

能
し
て
い
た
砦
や
門
の
復
元
建
造

物
を
見
な
が
ら
、
古
代
に
思
い
を

馳
せ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
岩
手
県
西
和
賀
町
の

　
境
内
の
池
に
こ
の
度
、
当
社
総
代
の
千
田
忠
一

殿
よ
り
メ
ダ
カ
約
三
〇
〇
匹
が
奉
納
・
放
流
さ
れ

ま
し
た
。

　
池
は
鹽
竈
神
社
楼
門
の
側
、
手
水
舎
の
裏
手
に

ご
ざ
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
は
警
戒
心
も
強
く
、
水
草

の
影
に
か
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
っ
と
覗
け
ば
ご

覧
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。
境
内
の
名
所
が
一
つ
増

え
ま
し
た
。

湯
田
ダ
ム
を
訪
問
。
管
理
所
員
の
案

内
に
よ
り
ダ
ム
の
外
観
と
、
内
部
の

最
深
部
ま
で
見
学
し
ま
し
た
。
全
国

屈
指
の
重
力
式
ア
ー
チ
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
の
堤
観
に
参
加
者
一
同

圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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▲滄溟楼春望図

▲金華楼春望図

■
展
覧
会
の
御
案
内

こ
の
度
、
東
北
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
特

別
展
「
塩
竈
・
松
島—
歴
史
・
ひ
と
・
美
術—

」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
展
は
、
歴
史
的
な
背

景
や
来
訪
し
た
人
々
、
絵
画
作
品
に
描
か
れ

た
姿
な
ど
に
着
目
し
て
塩
竈
・
松
島
の
文
化

的
魅
力
を
御
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す 
。
同

展
に
あ
わ
せ
、
瑞
巌
寺
宝
物
館
な
ら
び
に
当

博
物
館
で
は
、
関
連
展
示
を
企
画
し
て
お
り

ま
す
。

当
館
の
関
連
展
示
は
常
設
展
料
金
に
て
御

観
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
御
参
拝
の
折
に

お
立
寄
り
い
た
だ
き
た
く
御
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

東
北
歴
史
博
物
館
特
別
展

　塩
竈
・
松
島—

 

歴
史
・
ひ
と
・
美
術 —

◇
主
催

　東
北
歴
史
博
物
館

◇
共
催

　瑞
巌
寺
、
志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神

社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局
、
河
北
新
報
社

◇
会
期

　七
月
二
十
八
日
（
火
）
〜

 

九
月
二
十
三
日
（
水
・
祝
）

◇
料
金

　一
般
　
一
、
四
〇
〇
円

　
　
　
　
小
中
高
校
生
　
七
〇
〇
円

■
資
料
紹
介

　
今
回
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
博
物
館
周
辺

と
付
近
か
ら
の
眺
め
を
描
い
た
絵
図
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
当
博
物
館
は
、
代
々
鹽
竈
神
社
に
奉
仕
し

た
社
家
の
一
つ
で
あ
る
藤
塚
家
の
屋
敷
地
の

一
画
に
位
置
し
ま
す
。
藤
塚
家
歴
代
の
う
ち

藤
塚
知
明
（
と
も
あ
き
、
一
七
三
八
〜
一
八

〇
〇
）
は
、
知
識
人
と
し
て
広
く
名
を
知
ら

れ
ま
し
た
。

　
滄
溟
楼
春
望
図
は
、
知
明
の
養
父
・
知
直

（
と
も
な
お
）
の
隠
居
所
で
あ
る
滄
溟
楼
（
そ

う
め
い
ろ
う
）
か
ら
南
方
の
眺
め
を
描
い
た

も
の
で
、
当
時
の
博
物
館
周
辺
の
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。
注
記
に
よ
れ
ば
、
画
面
中
の

建
物
は
右
手
か
ら
菓
子
（
南
京
糖
）
を
売
る

茶
屋
、
金
華
楼
（
き
ん
か
ろ
う
）、
子
供
ら

の
手
習
い
の
た
め
の
翰
墨
場
。
遠
く
に
は
太

平
洋
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
金
華
楼
は
、
知
明
が
来
客
を
応
接
す
る
た

め
に
設
け
た
施
設
で
、
現
在
の
博
物
館
下
の

東
屋
あ
た
り
に
斜
面
に
張
り
出
す
よ
う
に
し

て
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
遠
く
金
華
山
を

望
ん
だ
こ
と
か
ら
の
命
名
と
い
い
ま
す
。
こ

の
金
華
楼
か
ら
の
眺
め
を
描
い
た
の
が
金
華

楼
春
望
図
で
、
画
面
右
手
の
江
尻
山
（
泉
ヶ

岡
）
に
は
愛
宕
神
社
が
鎮
座
し
、
そ
の
下
段

に
は
知
明
が
設
け
た
煙
波
亭（
え
ん
ぱ
て
い
）

が
建
ち
、
左
手
に
は
水
際
が
町
中
に
入
り
込

ん
で
い
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
前
記
の
「
塩
竈
・
松
島
」
展

の
関
連
展
示
に
て
公
開
予
定
で
す
。

博
物
館
だ
よ
り
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社 

務 

所

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

文

　芸

　欄

新
緑
の
眩
し
き
里
に
父
と
母 
菅
原

　
　和
子

通
販
で
本
と
新
茶
と
白
寿
か
な 
佐
藤

　
　悦
子

鯉
幟
泳
ぐ
蕎
麦
屋
の
子
沢
山 

佐
藤

　
　光
江

湯
治
宿
河
鹿
の
声
も
一
品
に 

池
田

　智
恵
子

棹
に
身
を
反
ら
し
舟
頭
峡
の
藤 

鈴
木

　ゆ
う
子

青
春
の
螺
旋
階
段
緑
さ
す 

上
田

　由
美
子

新
緑
や
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
走
る
走
る 

今
田

　須
美
子

え
さ
箱
の
側
で
語
ろ
う
雀
の
子 

星 

　

 

美
恵
子

舞
殿
に
桜
舞
い
散
る
親
子
獅
子 

今
野

　紀
美
子

撫
牛
を
撫
で
て
鹽
竈
桜
か
な 

及
川

　
　源
作

三
月

　
十
二
日
　
　
奈
良
県
薬
師
寺
副
住
職

 

大
谷
徹
奘
殿
　
ほ
か
三
十
名

　
三
十
日
　
　
塩
釜
警
察
署
署
長
　
北
浦
智
之
殿

四
月

　
二
日
　
　
　
塩
釜
警
察
署
署
長
　
荒
　
達
也
殿

　
二
十
日
　
　
鹿
島
神
宮
氏
子
青
年
か
な
め
会

 

会
長
　
三
宅
正
剛
殿
　
ほ
か
九
名

五
月

　
二
十
三
日
　
塩
竈
神
楽
保
存
会

 

会
長
　
本
郷
信
弘
殿
　
ほ
か
五
名

　
二
十
八
日
　
大
館
神
明
社

 

宮
司
　
佐
藤
文
人
殿
　
ほ
か
三
名

参
拝
記
録

　
当
神
社
博
物
館
の
茂
木
裕
樹
学
芸
員
が
六

月
二
十
日
、
市
内
玉
川
の
公
益
財
団
法
人
菅

野
美
術
館
（
菅
野
喜
與
館
長
）
に
て
「
錆
を

愛
で
る—

刀
装
具
を
例
と
し
て—

」
と
題
し

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
館
の
開
館
二
十
周
年
記
念
企
画

の
第
一
弾
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
茂

木
学
芸
員
は
金
属
の
錆
の
風
合
い
を
「
美
」

と
し
て
捉
え
て
き
た
日
本
人
の
美
意
識
を
、

刀
の
鐔
な
ど
を
通
じ
て
説
明
。
参
加
者
の
一

人
は
「
制
作
の
際
に
作
者
が
意
図
的
に
錆
を

施
し
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
」
と
感
想
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
に

は
、
去
る
六
月
十
三
日
よ

り
二
十
六
日
ま
で
オ
ラ
ン

ダ
王
国
と
ベ
ル
ギ
ー
王
国

を
御
訪
問
あ
そ
ば
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
国
の
神
社
で
は
両
陛

下
御
渡
航
中
の
御
安
泰
を

祈
る
祈
願
祭
が
斎
行
さ

れ
、
当
神
社
で
も
十
日
御

渡
航
前
に
御
安
泰
祈
願

祭
、
御
帰
国
後
の
二
十
九

日
に
還
幸
啓
奉
告
祭
を
そ

れ
ぞ
れ
中
祭
式
に
て
斎
行

致
し
ま
し
た
。

当
社
博
物
館
学
芸
員

�

菅
野
美
術
館
で
記
念
講
演

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
渡
航
行
幸
啓
に
際
し

�

安
泰
祈
願
祭
を
斎
行

祭

事

案

内

七
月
か
ら
九
月

毎
月

　
一
日
　
　
　
朔
日
祭

　
　

〃
　

　
　
　
曲
木
神
社
月
次
祭

　
六
日
　
　
　
御
釜
神
社
月
次
祭

　
十
日
　
　
　
鹽
竈
神
社
月
次
祭

　
二
十
九
日
　
志
波
彦
神
社
月
次
祭

七
月

　
四
日
　
　
　
藻
刈
神
事

　
五
日
　
　
　
御
水
替
神
事

　
六
日
　
　
　
藻
塩
焼
神
事

　
　

〃
　

　
　
　
御
釜
神
社
例
祭

　
七
日
　
　
　
牛
石
藤
鞭
社
例
祭

　
十
日
　
　
　
鹽
竈
神
社
例
祭

　
十
二
日
　
　
流
鏑
馬
神
事

　
二
十
日
　
　
み
な
と
祭

八
月

　
一
日
　
　
　
曲
木
神
社
例
祭

九
月

　
二
十
九
日
　
志
波
彦
神
社
遷
座
記

　
　
　
　
　
　
念
祭
並
に
氏
子
崇
敬

　
　
　
　
　
　
会
秋
季
大
祭

　
一
森
山
の
境
内
の
木
々
も
、
日
ご
と
に
緑

深
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。こ
こ
に
社
報「
鹽

竈
さ
ま
」
第
二
〇
五
号
夏
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

ま
た
な
の
お
か

新
任

　
四
月
二
日
付

　
　
社
務
員 

佐
藤
　
義
宜

　
五
月
十
二
日
付

　
　
巫
　
女 

伊
藤
　
未
央

　
　
　
〃 

浜
野
　
　
咲

　
六
月
二
日
付

　
　
巫
　
女 

小
野
　
果
凛

　
　
学
芸
員 

郷
原
　
裕
生

　
六
月
二
十
一
日
付

　
　
社
務
員 

堀
場
千
代
子

人
事
異
動


